
大津圏域リハビジテーション研修会実施要領

1 目  的

これまで保健 ・医療 ・介護の現場では障害やその改善に重きを置ぃて支援してきたのが、昨今、
「生活機能、障害、健康の国際分類 (ICF)」 の考えを用いて、人として社会的生活を構築する

よう支援の転換が求められている。また 「ICF」 は、患者、家族、医師等立場や職種に関わらず
全ての関係者の共通概念、共通言語として用いることができるとされており、チームアプローチを
行う上においても大変有効だと言われている。

そこで今回、「ICF」 の考え方を学び、その理論に基づいたケースの総合的な情報収集の方法、
ケースを深く理解し、効果的な支援を行うためにニーズを引き出せる力を養うことを目的に研修会
を開催する。

2 主  催

帥 センター 欲禅堺提所)

大津地域リハビリテーションワーキング部会

3 対 象 者

保健 ・医療 。福祉関係従事者 約 40名 慨韻Jとして、第1回、第2回を通して参加可能な方)

5 拳 加費  無 料

6 申 し込み方法

別紙、参加申し込み書に必要事項を記入の上、平成 17ギ 9月 16回 (倒 _までに当センター宛t

送付願います。(FAXで も可能)

4,一 マ 町CFに 基づいたポジティブニ=ズ の提え方」

日時 内容 講師 錫

H 1 7 .  l o .  2 ( 日 )

1 0 i 3 0 ～

1 6 i 3 0

講

「ICFを 理解しようlJ

Ⅱ ダ ′いずォ話議

「ICFに 基づいたケースの捉え方」
～ケースを通して～

森山 出 番PT

(介議老人保健施設

ひうな荘)

鞭

福祉センター

H 1 7 . 1 0 , 2 3 ( 日)

1 0 ! 3 0 ～

1 2 : 3 0

III 講轟およぴグループ討議

旺CFを 使ってみよう1

ケースで考えてみる」

森山 由書PT

(介護者人保健施設

ひうな載)

鞭

福離 ンター



大津圏域 リハ ビリテーション研修会

「iCFに 基づいたポジティプニーズの提え方J

☆プログラム☆

日時 場 所 内容 講 師

第 1 回

平成 17年 一

10月 2日 (日)

1 0 : 3 0～

1 6 : 3 0

大 津 健 康 福 祉 セ ン

ター

I 講 義
「ICF!を理解 しよう !」―

H グ ループ討議
「ICFに基づいたケースの捉え方」

～ケースを通 して～

森 山 由 香 PT

(介護老人保健施設

ひ うな荘)

第 2回

平成 1 7年

1 0月 2 3日 (日)

1 0 : 3 0～

1 2 : 3 0

大 津 健 康 福 祉 セ ン

ター

I I I  講義およびグループ討議
「I C Fを使ってみよう !

ケースで考えてみる」

☆対象者☆
― ― 保鍵 ・医療一福祉 関係従事者 _4 0名 程度__ _ _  _ _

(原則 として、第 1回 ・第 2回 を通 して参加可能な方)

☆申し込み方法☆

別紙、参加 申し込み書に必要事項 を記入の上、平成 17年 9月 1 6

日 (金)ま でに当センター宛てに送付 (F A Xで も可能)

主催 :大津地域 ソハ ビジテーシ ョンワーキング部会

大津健康福祉センター (大津保健所)



別  紙
参加申込書

大津国域 リハ ビリテーション研修会

『iC Fに 基づいたポジティブニーズの提え方』

下記の者が同研修会に参加 します。

氏  名 職  種

大津健康福祉センター所長あて

(所 属  名 )

(連 絡  先 )

住所

電話 F A X

送付先

大津健康福祉 セ ンター

大津市 にお の浜 4 - 4 - 5

T E L : 0 7 7 - 5 2 2 - 7 2 2 8 ( 直 通 )

F A X : 0 7 7 - 5 2 5 - 6 1 6 1     担 当 : 澤


